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ア
メ
リ
カ
か
ら
中
国
を
見て
い
る
と

日
本
を
し
ば
ら
く
離
れ
て
ア
メ
リカ
で
暮
ら
す
よ
うに

なっ
て
か
ら、
も
う
八
カ
月
近
く
に
な
る。
カ
p
フォ
ル

ニ
ア
大
学サ
ン
ディ
エ
ゴ
校の
国
際
関
係・
太
平
洋
研
究

大
学
院
で
「
中
国の
対
外
政
策と
ア
ジ
ア
の
国
際
環
境」

と
題
す
る
授
業を
受
け
持っ
て
い
る
の
だ
が、
学
生
た
ち

も
大
変
熱
心
なの
で、
私もつ
い
真
剣に
な
り、
中
国
問

題
を
毎
週
論
じ
て
い
る。

私は、
若
干
思
う
と
と
ろ
あっ
て、
と
ち
ら
で
は
日
本

の
新
聞は
原
則
と
し
て
読
ま
ない
と
と
に
し
て
い
る。
必

要に
迫ら
れ
た
と
きに
は、
図
容
館で
何日
分か
を
組
め

て
見るの
だ
が、
と
う
し
た
読み
方の
効
用
も
大
き
く、

時
聞に
耐
え
る
報
道
か
ど
う
か
が
よ
く
わ
か
る。
一
方、

C
N
Nのヘ
ッ
ド・
ラ
イン・
ニ
ュ
ーズ
や
ラ
リ
1・
キ

ン
グ
氏
〈C
N
N）、
チャ
I
P－－
ロ
ウ
ズ
氏
（
P
B

S）
の
ト
1
ク・
ショ
ウ
な
ど、
T
Vの
報
道
番
組
はつ

と
め
て
見
る
よ
うに
し
て
い
る
の
だ
が、
日
本との
比
較

で
報
道
姿
勢の
違い
に
気
付く
と
と
が
多い。

中
国
問
題で
は、
最
近、
中
国へ
の
最
恵
国
待
遇
（
M

F
N）
の
決
定
が
話
題に
なっ
て
い
た
け
れ
ざ、
と
の
問

題
を
報じ
る
際に
は、
必
ず
六・
四
天
安
門
事
件の
あの

暴虐の
揚
面
が
T
Vの
画
面
に
映し
出さ
れ
る。
と
う
し

た
人
権
抑
圧
国
家・
中
国の
イ
メ
ージ
を
浮
き
彫
り
し
た

う
え
で、
米
中
間の
外
交
問
題が
報じ
ら
れ、
論
じ
ら
れ

る
とい
う
か
た
ち
に
なっ
て
い
る。

中
国へ
の
最
恵
国
待
遇
位、
人
権
問
題
な
ど
を
考
慮し

て
決
定
す
る
との
条
件
付
きで一
年
間の
延
長
が
発
表
さ

れ
た
が、
そ
れ
は
ほ
ぼ
予
想
通
りで
あっ
た。
大
統
領
選

挙
期
間
中に
は、
中
国
理
解
派の
プッ
シュ
前
大
統
領の

中
国
政
策
を
激し
く
批
判
す
る
際に、
「パ
グ
ダ・ッ
ド
か

ら
北
京
ま
で
の
無
法
者」
と
語っ
て
い
た
ク
リン
トン
大

統
領で
は
あっ
て
も、
と
の
不
況
下で
約五
O
万
人
分の

雇用
機
会に
繋が
る
とい
う
中
国との
貿
易
関
係
を
無
視

す
る
と
と
は
出
来
念
かっ
たで
あ
ろ
う。
去る
五
月
中
伺

に
米
国の
ジ
ーン
ズ
業
界
最
大
手の
り
lパ
イ・
ス
ト
ラ

ウス
社が
人
権
問
題
を
考
慮し
て
大
規
模
な
対
中
国
投
資
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を
控
え
る
決
定
を
し
た
と
き、
「
ア
メ
pカ
の
民
間
企
業

も
ア
メ
リカ
政
府
と
同
様の
姿
勢
を
とっ
て
ほ
し
い」

〈カ
ン
タ
ー
米
通
商
代
表
部
代
表）
と
と
の
決
定
を
高
く

評
価し
て
い
た
ク
リン
トン
政
権と
し
て
は、
今
回の
決

定
が
ギ
リギ
リの
選
択で
あっ
た
とい
え
よ
う。

そ
れ
に
し
て
も、
ク
リン
トン
大
統
領
が
対
中
国
最
恵

国
待
遇の
延
長
を
決
め
た
同
じ
時
期に、
中
国の
チベ
ッ

ト
自
治
区の
首
都ラ
サ
で一
九
八
九
年
春
以
来の
大
規
模

な
反
政
府
デモ
が
起
き、
中
国
当
局に
よ
る
抑
圧
が
再
び

繰
り
返
さ
れ
た
と
報じ
ら
れ
たと
と
は、
今日
の
米
中
関

係
に
照
ら
し
て、
あ
ま
りに
も
印
象
的で
あっ
た。

と
と
ろ
で、
日
本で
は
と
の
と
と
ろ、
カ
ン
ボ
ジ
ア
問

題
と
わ
が
国の
P
K
O
に
よ
る
国
際
貢
献の
問
題
が
連日

大
き
く
報じ
ら
れて
い
る
よ
うで
あ
る
が、
ア
メ
リカ
で

は、
ポ
ス
ニ
ア・
ヘ
ル
ツェ
ゴ
グィ
ナ
の
民
族
紛
争
は
毎

日
詳し
く
報じ
ら
れ
るの
に、
カ
ン
ボ
ジ
ア
情
勢につ
い

て
も、
ま
た二
人の
犠
牲
者
を
出し
た
日
本の
カ
ン
ボ
ジ

ア
国
際
貢
献につ
い
て
も、
まっ
た
く
とい
っ
て
よい
ほ

ど
報じ
ら
れて
い
ない。
グェ
トナム
戦
争へ
の
介
入
に

懲
りて
ア
ジ
ア
か
ら
撤
退し、
その
グェ
トナム
兵
役
を

逃
れ
た
人
物
を
大
統
領に
選ん
だ
ア
メ
リカ
国
民と
し
て

は、
カ
ン
ボ
ジ
ア
問
題
な
どに
は
も
うい
さ
さ
かの
関
心

も
持
ち
た
く
ない、
といっ
た
感じ
で
あ
る。

日本への警戒が中国への期待に

同
じ
ア
ジ
アの
問
題で
も、
中
国
問
題に
は
ア
メ
リカ

人
は
強い
関
心
を
抱い
て
い
る。
ア
メ
リカ
に
お
け
る
中

国
像
は、
天
安
門
事
件
以
降、
プ
ラス・
イ
メ
ージ
よ
り

もマ
イナ
ス・
イ
メ
ージ
の
方が
依
然と
し
て
強い
よ
う

に
思
わ
れ
る
が、
歴
史
的に
は、
異
母
兄
弟と
し
て
の
日

中
関
係
と
は
異
なっ
て、
友
好
と
敵
対
が
往
復
循
環
す
る

米
中
関
係の
基
調に、
中
国へ
の
親
近
感
が一
貫し
て
存

在し
て
き
た
とい
え
よ
う。
と
く
に
日
本へ
の
警
戒
心
が

中
国へ
の
期
待に
繋
が
る、
とい
うパ
タ
ーン
を、
米
中

関
係に
は
し
ば
し
ば
見
出
すζ
と
が
出
来
る。
その
よ
う

な
文
脈
か
ら
で
あ
ろ
う
か、
最
近の
ア
メ
リカ
で
は、
二

十一
世
紀の
ア
ジ
ア
で
もっ
と
も
期
待さ
れ
るの
は、
日
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本で
は
な
く
中
国
だ、
とい
っ
た
H
中
国
経
済
大
国H
論

が
自に
つ
く
よ
うに
なっ
た。

その
き
わ
めつ
け
は、
去
る
四
月
十
八
日
に
世
界
銀
行

が
ま
と
め
た
『
世
界
経
済の
展
望と
発
展
途
上
国』
と
題

す
る
報
告
書で
あ
る。
そ
れ
に
よ
る
と、
ニ
O
O
二
年に

は、
中
国に
香
港、
台
湾
を
加
え
た
か
中
国
経
済
圏H
の

経
済
規
模
が
域
内
総
生
産で
九
兆
八
O
O
O
億
米
ド
ル

と、
世
界一
に
な
る
とい
う。

ζ
の
推
計は、
中
国
経
済
を
中
華
人
民
共
和
国の
み
に

限
定
せ
ず、
香
港、
台
湾
を
加
えて
算
定
し
て
い
る
とい

う
点で
た
し
か
に
意
味
深い。
な
ぜ
な
ら、
今日、
と
の

ゴニつ
の
中
国H
の
問に
は
政
治
的・
社
会
的
な
本
質
的

差
異が
あ
り
な
が
ら
も、
相
互
の
経
済
的
依
存
関
係
は
ま

す
ま
す
強まっ
て
お
り、
結
果
的
に
「
中
国
的
世
界」
の

拡
大に
繋
がっ
て
い
て、
大い
に
検
討
すべ
き
数々
の
問

題
を
提
起しつ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
（ζ
の
点に
つ
い
て

詳し
く
は、
近
刊の
拙
著
『三つ
の
中
国
｜｜
連
繋と
相

反
li』、
日
本
経
済
新
聞
社、
参照）。

し
か
し、
現
時
点で
すで
に一
人
当
た
り
G
N
P
で
約

八
O
倍もの
聞
き
が
あ
る
日
本と
大
陸
中
国との
経
済
的

格
差
はい
か
ん
と
も
し
が
た
く、
ま
た
今
後の
中
国が
と

の
推
計が
用い
た
年
率七
%
強で
経
済
成
長
を
しつ
づ
け

る
とい
う
保
寵は
ない。
し
か
も、
推
計に
際し
て
の
為

替
換
算レ
1
ト
は、
物
価の
安い
中
国の
人
民
元
を
四、

五
倍に
高く
評
価し、
日
本
同は
逆
に
安く
見
積もっ
た

とい
うの
で
あ
る
か
ら、
ま
さ
に
作
為
的
な
H
中
国
経
済

大
国H
倫
だ
とい
わ
ね
ば
な
る
まい。
そ
れ
は一
種
の

P
日
本
叩
きH
で
は
ない
か、
と
私に
は
思
わ
れ
る。

か
りに
中
国が
世
界
銀
行の
予
測
通
りの
経
済
規
模に

なっ
た
と
し
て、
その
と
ろの
中
国の
総人
口
は
十五
億

に
手の
届
く
と
とに
も
な
ろ
う
か
ら、
今日の
よ
う
な
政

治・
経
済
体
制がその
ま
まつ
づ
く
と
す
れ
ば、
エ
ネル

ギ
ー
問
題
や
環
境
破
壊
とい
う
面
か
ら
し
で
も、
その
よ

う
な
中
国の
存
在
は、
人
類に
とっ
て
の
大
変
な
厄
災に

も
な
り
か
ね
ない。

そ
れ
だ
けに
日
本と
し
て
は、
よ
り
冷
静
な
立
掛
か

ら、
中
国の
将
来
像
を
出
来
る
だ
け
客
観
的に
展
望
すべ

きで
あ
ろ
う。
そ
れ
なの
に
近
頃の
わ
が
国の
ジャ
1
ナ
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リズ
ム
な
どで
は、
い
わ
ゆ
る
「
改
革・
開
放」
を
掲
げ

て
勢い
に
乗
り
始め
た
中
国
当
局の
・お
先
棒
を
かつ
ぐ
か

の
よ
うに、
高
度経
済
成
長
国
家・
中
国
を
吹
聴
す
る
向

き
も
あ
る
よ
うに
見
受
け
ら
れ
る。
果
た
し
て
中
国は、

そ
ん
なに
う
ま
くいっ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か。

貧しき農民の大海原

中
国
を
理
解
す
る
根
本
問
題と
し
て、
と
の
巨
大
な
国

家の
農
業
性とい
う
問
題
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
る
ま

い。中
国は
人
口
が
多く、
経
済
水
準は
き
わ
め
て
低
かっ

たの
で
あ
る
か
ら、
今日
の
「
改
革・
開
放」
に
見
ら
れ

る
よ
う
な
発
展
推
進
政
策が
ひ
と
た
び
と
ら
れ
れ
ば、
発

展の
初
期
段
階で
経
済
成
長
が
著しい
の
は
当
然
で
あ

る。
い
わ
ゆ
る
「
四つ
の
現
代
化」
の
目
標で
あ
る一
人

当
た
り
国
民
所
得一
O
O
O
米ドル
が
達
成さ
れ
れ
ば、

その
膨
大
な
人
口
総
数か
ら
し
て、
中
国
全
体の
経
済
規

模
が
世
界
有
数の
もの
に
な
る
で
あ
ろ
うと
と
も、
ま
た

当
然で
あ
る。

し
か
し、
一
人
当
た
りの
国
民
所
得や
G
N
Pに
つ
い

て
い
え
ば、
同
じ
「
中
国
的
世
界」
で
も、
香
港や
台
湾

は
中
国
大
陸
と
比べ
て
すで
に
略々
三
O
J
四
O
倍の
水

単に
達
し
て
い
るの
で、
その
差位
当
分
縮
ま
る
と
と
は

ない
で
あ
ろ
う。

と
と
で
の
最
大の
問
題は
中
国の
農
業
性で
あ
り、
依

然と
し
て
人
口
の
八
割
近
く
が
農
民
だ
とい
う
中
国の
産

業
構
造は、
最
近の
「
改
革・
開
放」
政
策に
も
か
か
わ

ら
ず、
ほ
とん
ど
変わっ
て
い
ない
の
で
あ
る。
そ
れ
ど

と
ろ
か、
必
よ
そ
十
億に
も
な
ん
な
ん
と
す
る
農
業人
口

を
抱
え
た
中
国
農
村は、
「
改
革・
開
放」
か
ら
すっ
か

り
取
り
残さ
れ
た
ま
ま、
依
然と
し
て
貧
困に
鳴い
で
い

スw。中
国の
農
民
た
ち
は、
かつ
て
毛
沢
東
時
代に
は
人
民

公
社に
すべ
て
が
組
織
化さ
れ、
拘
束さ
れ
て
い
た
だ
け

に、
一
九
八
0
年
代
半ぽに
郵
小
平の
政
策に
よっ
て、

人
民
公
社が一
挙に
魔
止
さ
れ一
戸
毎の
生
産
請
負
制が

導
入
さ
れ
た
と
きに
は、
喜ん
で
そ
れ
を
歓
迎
し
た。
い
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わ
ゆ
る
万
元
戸が
出
陣
し
たの
も、
その
頃で
あ
る。
し

か
し、
その
後の
「
改
革・
開
放」
政
策の
進
展で
沿
海

諸
省が
経
済
成
長し
たの
に
比
し
て、
内
陸
諸
省
や
沿
海

諸
省の
農
村
部の
立
ち
遅
れ
は
著し
く、
最
近
は
イン
フ

レ、
増
税、
農
作
物
買い
付け
価
格
の
低
落
な
どに
よっ

て、
農
村の
貧
困
化
が
急
速に
進
み、
農
民
た
ち
は
郡
小

平
を
恨ん
で
い
る
とい
う。

さ
る
六
月
十日
付の
香
港の
新
聞
『
信
報』
は、
四
川

省の
省
都・
成
都の
南の
仁
寿
県
富
加
区で
五
月
中
旬
以

来つ
い
に
農
民
暴
動
が
起とっ
て
い
る、
とい
う
衝
撃
的

な
情
報
を
伝え
て
い
る。
ζ
の
報
道
は
か
な
り
信
濃
性が

高い
と
思
わ
れ
る
だ
けに、
事
態
は
深
刻で
あ
る。
同
紙

に
よ
れ
ば、
イン
フ
レ
や
税
負
担、
労
務
負
担の
増
大に

耐
え
か
ね
た
農
民
た
ち
は、
本
年一
月
以
来
不
穏
な
動
き

を
し
て
い
た
が、
と
れに
たい
し
て
当
局
が
「
白
条」

（
手
形）
を
出
し
たの
に
銀
行が
資
金
不
足の
た
め
換
金

で
き
ず、
つ
い
に
と
の
六
月
九日
に
は、
約一
万五
O
O

Oの
農
民
が
極
棒
や
農
具
を
か
ざ
し
て
区
役
所を
包
囲
し

た
とい
う。

ζ
ζ
に
描か
れ
る
光
景は、
ま
さ
に
革
命
前の
旧
中
国

農
村
を
紡
悌
と
さ
せ
は
し
ない
だ
ろ
う
か。
毛
沢
東は
か

つ
て一
九二
七
年に
「
湖
南
農
民
運
動
視
察
報
告」（『毛

沢
東
選
集』
第一
巻、
所
収）
の
な
か
で、
土
豪
劣
紳に

立
ち
向か
う
貧
農た
ちの
姿を
描い
て
い
た
が、
現
在、

四
川
省の
農
村で
起とっ
て
い
る
事
態
は、
ま
さ
に
土
豪

劣
紳
が
党
官
僚に
代
わっ
た
だ
けで
は
ない
の
か。

四
川
省とい
え
ぽ、
六・
四
天
安
門
事
件で
失
脚
し
た

越
紫
陽
（
前
党
総
書
記）
が
かつ
て
指
導
者
（
党
第一
書

記）
で
あっ
た一
九七
0
年
代
後
半に
は、
「
食
え
な
く

なっ
た
ら
四
川へ
行
け」
とい
わ
れ
た
ほ
ど
農
業改
善
が

進ん
だ
地
域で
あっ
た。
そ
れ
だ
けに
事
態
は、
容
易
な

ら
ない
もの
だ
とい
え
よ
う。

中
国
農
村の
近
況に
か
ん
し
て
は、
去
る
五
月
十
九日

付の
『ニ
ュ
ーヨ
ー
ク・
タ
イム
ス』
も、
シェ
p
l・

ウ1
ダン
記
者の
生々
しい
リポ
ー
ト
を
載せ
て
い
る。

そ
れに
よ
る
と、
貴
陽
（
貴
州
省）
に
住
む
三
十
六
歳の

農
民、

羅宵
国
民の
夫
婦
は
五
歳と
十
歳の
男の
子
を
も

つ
が、
昨
年の
年
収
は
夫
婦
あ
わ
せ
て
八
十
八
米ド
ル
相

68 中国ax•の幻想を主揮す



当
（
約
九七
O
O
同）
し
か
な
く、
食に
事
欠
く
ば
か
り

か、
子
供
た
ちの
衣
類
も
買え
ず、
子
供
た
ち
は
下
半
身

裸で
過ご
して
い
る
とい
う。
そ
れ
・なの
に
羅
家は
百
十

ポ
ン
ド
相
当の
米とコ
1ン
を
税
金
と
し
て
徴
収
さ
れて

い
るの
だ。
と
うhして
出
民
た
ち
は
生
産コ
ス
ト
の
上

昇、
不
当の
税
金、
そ
して
腐
敗し
た
役
人
た
ち
に
よっ

て
痛
めつ
け
ら
れて
い
る
とい
う。

広がる都市と農村の格差

た
し
か
に
今日
の
中
国
農
民
は、
大
部
分が
四
百
j
五

百
元
（
約七
六
O
O
J
九五
O
O
同〉
の
年
収
し
か
な

い。
と
の
額
は、
固
有
企
業
（と
れ
ま
で
の
国
営
企
業）

の
労
働
者の
年
収
と
比べ
で
さ
え、
約
十
分の一
とい
う

低
さ
で
あ
る。
だ
か
ら、
都
市と
農
村、
と
く
に
品川
気の

い
い
沿
海
地
方と
の
格
差
は
広が
る
ば
か
りで
あ
り、
ζ

の
格
差が
農
村
か
ら
都
市
を
目
指
すい
わ
ゆ
る
「
盲
流」

現
象
と
なっ
て、
中
国
社
会の
潜
在
的
不
安
定
要
因に
な

っ
て
い
る
と
と
は、
よ
く
知
ら
れて
い
る。
そ
の
一
方

で、
高い
税
金
と
政
府の
安い
作
物
買い
上
げ
価
格
が

「
農
業を
や
れ
ば
損
を
す
る
（ヨm
Z
お巳
2－
2
5
白

目
gow－－oωEm
〈
g
zs）」
とい
う
風
潮
を
作
り
出し、

安
徽
省の
あ
る
県で
は
耕
地の
三
分の一
が
荒れ
放
題に

念っ
て
い
る、
と
同
記
者
は
伝えて
い
る。

同
記
者
は、
右の
四
川
省仁
寿
県の
遊
民
暴
動につ
い

て
も
触
れて
い
る
け
れ
ど、
と
う
し
た
農
村
事
情
の
も

と、
と
の
と
と
ろ
すべ
て
に
拝
金
主
義
（
向
銭
看）
の
風

潮が
蔓
延
す
る
な
か
で、
モ
ラル
の
低
下、
教
育
の
荒

廃、
集
団
犯
罪の
増
加
が
目
立っ
て
お
り、
一
部の
中
国

農
村
は
すで
に
ア
ナ
ー
キ
ー
な
状
況に
陥っ
て
い
る
と
も

思
わ
れ
る
の
で、
事と
次
第に
よっ
て
は、
と
の
種の
農

民
暴
動
が
全
国に
波
及
す
る
可
能
性
な
きに
し
も
あ
ら
ず

で
あ
る。

中
国
史
を
ひ
も
と
く
ま
で
も
な
く、
中
国の
歴
代王
朝

は、
顔
廃の
末
期に
必
ず
農
民
反
乱に
よっ
て
覆
さ
れて

い
る。
今日
の
中
華
人
民
共
和
国は、
脱
社
会
主
義の
歴

史
的
潮
流
と
部
小
平
ら
革
命
第一
世
代の
不
可
避
的
退
場

に
よっ
て、
い
よい
よ
その
最
末
期に
さ
し
か
かっ
て
い
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る
と
見
倣
すζ
と
も
で
き
る
だ
けに、
過
般の
天
安
門
事

件は
学
生
や
知
識人の
「
暴乱」
で
あ
り、
農
民
は
食え

て
い
るの
で
動
か
な
かっ
た、
な
ど
と
タ
カ
を
く
くっ
て

い
る
と、
や
が
て
大
変
なと
と
に
な
る
か
も
し
れ
ない。

と
の
よ
う
な
中
国
社
会の
根
本
問
題
と
し
て
の
農
村の

問
題
を
ぬ
きに
し
て、
中
国
経
済の
展
望
を
語る
わ
けに

は
決し
て
ゆ
か
ない。
し
か
も
「
改
革・
開
放」
に
沸
く

沿
海
地
方も、
一
皮む
け
ばパ
プ
ル
も
よい
と
と
ろ
で、

所
詮
は
外
国資
本や
香
港、
台
湾
な
どの
華
人
資
本に
全

面
的に
依
存し
た
経
済
急
成
長に
し
か
す
ぎ
ない
の
で
は

ない
か。
郵
小
平
自
身ζ
の
点につ
い
て
は、
「
三
資
企

業
（
合
弁、
合
作、
全
面
外資の
企
業）
は
よ
い
も
の

だ。
労
働
者を
雇っ
て
く
れ、
税
金
を
払っ
て
く
れ、
そ

の
う
え
外
貨を
稼い
で
く
れ
る」
（一
九
九二
年
初頭の

南
巡
講
話）
と
語っ
て
い
る。

と
の
よ
う
に
脆
弱
な
経
済体
質の
も
と
で、
成
長
だ
け

が
煽
ら
れて
お
り、
も
と
も
と
「
勘
定
高い」
中
国人
が

モ
ノ・
カ
ネ
志
向に
全
面
的に
と
りつ
か
れ
て
し
まっ
て

い
る。
と
う
し
た
状
況で
の
経
済
急
成
長
なの
で
あっ
て、

そ
れ
は
日
本の
六
0
年
代の
高
度
成
長
と
は
根
本的に
異

なっ
て
い
る。
当
時の
日
本の
農
村は
今日の
中
国
農
村

の
比で
は
ない
し、
産
業
構
造も
根
本
的
に
違っ
て
い

る。
第一、
今日の
中
国で
は
長
村
地
帯の
就
学
率、
識

字
率が
著し
く
低
く、
農
民の
実
質
所
得と
と
も
に、
そ

れ
ら
は
ζ
の
十
年
来
低
下
し
て
い
るの
で
あ
る。

そ
れ
なの
に、
わ
が
国の一
部のエ
コ
ノ
ミ
ス
ト
な
ど

が
中
国の
現
在
を
六
0
年
代の
日
本に
等しい
かの
よ
う

に
錯
覚し、
中
国
経
済の
将
来に
大
き
な
幻
想を
抱い
て

い
る
ら
し
い
の
は、
い
さ
さ
か
滑
稽で
は
な
い
だ
ろ
う

，刀ポスト郵小平時代への不安

天
安
門
事
件以
後も、
い
わ
ゆ
る
「
改
革・
開
放」
の

路
線
を
め
ぐっ
て
深
刻
な
党
内
闘
争の
絶
え
な
かっ
た
中

国で
は、
昨
秋の
中
国
共
産
党
第
十
四
回
大
会
と
今
春の

第八
期
全
国人
民
代
表
大
会
第一
回
会
議
を
経て、
人
事

面
で
もポ
ス
ト
郡
小
平体
制へ
の
移
行を
図
ろ
う
と
し
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た。
中
国がい
よい
よ
本
格
的
なポ
ス
ト
郡
小
平
時
代に

さ
し
か
かっ
て
い
る
か
らで
あ
る。
その
結
果、
軍
内
部

の
楊ファ
ミ
リ
ー
（
楊
尚
見、
楊
白
沫
ら）
の
力
を
削い

で
郡
小
平
絶
対
体
制
を
か
な
り
強め
は
し
た
が、
党は
江

沢
民
（
総
書
記）、
国
務
院
は
李
鵬
（
総
理）
とい
う
当

面の
指
噂
体
制
を
根
本
的に
転
換
す
る
と
と
は
で
き
な
か

っ
た。
つ
ま
り
「
六・
四」
に
よっ
て
生
ま
れ
た
H
天
安

門体
制H
は
基
本的に
変
わっ
て
はい
ない
の
で
あ
り、

政
治
的に
も
深
刻
な
矛
盾
を
依
然と
し
て
苧ん
で
い
る。

と
れ
らの
矛
盾
はい
ず
れ
問
題
化せ
ざ
る
を
得
ない
で

あ
ろ
う
が、
中
国の
将
来
が
政
治
的・
社
会
的
要
因
を
除

外し
て、
主
と
し
て
経
済
面の
み
か
ら
語
り
得る
段
階
に

ま
で
成
熟
し
て
い
る
な
ど
と
は
絶
対に
い
え
ない。

限界に近づく矛盾

先
般の
党
大
会で
は、
「
社
会
主
義
市
場
経
済」
とい

う
テ
ー
ゼ
が
提
起
さ
れ
て
注
目さ
れ
た
が、
そ
れ
は
当
面

の
中
国の
政
治
的・
社
会
的
矛
盾
を
経
済
面
に
反
映し
た

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
し
か
な
く、
そ
れ
自
身、
矛
盾の
大
きい

もの
で
も
あ
る。
と
う
し
た
限
界
状
況の
な
か
で、
経
済

は
自
由
化、
政
治
は
独
裁
とい
う二
律
背
反の
路
線
が
今

後
も
貫
徹
さ
れ
得るの
か
ど
う
か
は、
ひ
と
えに
「
改
革

・
開
放」
政
策が
成
功
す
る
か
ど
う
か
に
か
かっ
て
お

り、
ま
だ
結
論
は
出て
い
ない。

い
ず
れに
せ
よ、
革
命
第一
世
代の
長
老
た
ちの
多く

に
とっ
て
最
後の
機
会
だ
と
思
わ
れ
た
先
般の
党
大
会の

主
役そ
し
て
ヒ
ーロ
ー
は、
ま
ぎ
れ
も
な
く
影の
最
高
実

力
者・
郵
小
平その
人
で
あ
り、
「
偉
大
な
総
設
計
師・

郡
小
平
同
志」
が
大い
に
称
え
ら
れ
た。
そ
れ
だ
けに
郡

小
平
自
身の
将
来に
つ
い
て
も
不
安がつ
の
るの
だ
が、

と
ζ
で
は
さ
し
あ
た
り、
中
国で
は
建
国
後、
そ
れ
ぞ
れ

の
党
大
会の
主
役
・ない
し
はヒ
ーロ
ー
が
ζ
とど
と
く
失

墜
し
て
い
る
とい
う
厳
然
た
る
事
実を
振
り
返っ
て
お
く

と
と
も
必
要で
あ
ろ
う。

す
な
わ
ち
第
十三
回
大
会
ご
九
八
七
年）
の
誼
紫
陽、

第
十二
回
大
会
合
九
八
二
年）
の
胡
摺
邦、
第
十一
回

大
会
（一
九七
七
年）
の
華
国
鋒、
第
十
回
大
会
会
九
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七
三
年）
の
王
洪
文、
第
九
回
大
会
合
九
六
九
年）
の

林
彪、
第
八
回
大
会
〈一
九
五
六
年）
の
劉
少
奇
で
あ

スw。今日
の
中
国で
は、
い
わ
ゆ
る
改
革
派
も
保
守
派
も
と

も
に
社
会
主
義の
内
部
的
な
変
質と
し
て
の
「
和
平
演

変」
を
必
死に
なっ
て
防
止
し
よ
う
と
し
て
い
る。
「
蘇

東
波」
と
呼
ば
れ
る
ソ
連・
東
欧
化の
波
は、
当
面
の

「
改
革・
開
放」
に
よっ
て、
郡
小
平
や
陳
雲
らの
革
命

第一
世
代の
長
老
が
影
響
力
を
もっ
て
い
る
限
り、
旧
ソ

戦後経済史
中山伊知郎監修／経済企画斤a

経済企画庁が昭和32-39年に刊行し
た全7巻を復刻。続初発効に伴い経
済安定本部が経済審議庁へ改組され
た際， 占領期の資料を収集・2在理し
日本経済の戦後再建過程を明らかに

する目的で編纂。①総綬c ®世界
経涜編＠財政金融緩＠経済政策
編⑤貿易・国際収支纏＠国民所
得編⑦経済安定本部史
会均島完結グ A5判定価各16480円

昭和史への証言

連
や
東
欧の
混乱
が
反
面
教
師に
も
なっ
て、
と
り
あ
え

ず
は
食い
止
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
ない。
し
か
し、
「
和

平
演
変」
を
誘
う
も
う一
つ
の
要
因と
し
て
の
「
南風」

〈
香
港、
台
湾か
らの
影
響）
は、
「
社
会
主
義
市
場
経

済」
が
展
開さ
れ
れ
ぼ
さ
れ
る
ほ
ど、
中
国を
すっ
ぽ
り

と
覆い
尽
く
すで
あ
ろ
う。

と
うし
て
社
会
主
義
革
命
国
家・
中
国は、
その
終
幕

へ
の
道の
り
を一
歩一
歩と
刻
みつ
つ
あ
る
よ
うに
思
わ

れ
て
な
ら
ない。

安a良雄a著昭和初期の金勉恐慌
から満州事変． 2・26事件． 日中戦
争． 太平洋服争．敗軍E処理， 財閥解
体． 占領下の労働・経済， 産業の再
建．務和条約まで， 様々な事件に当
事者としてまたは研究者としてi菜〈
係わった人々に編著者が直接インタ
ビューし． 解説した名著復fl）.毎日
新聞社「エコノミストJ昭和39年以
来逮般の記事をまとめた全3巻の
r昭和経済史への証言』 （昭和40-

41年刊）を新たに組み全5巻として
発行。 既fl）＝①．＠｛以下隔月干IJ)

四六判各300頁定価各2800円

67 

東京都新宿区新宿1-25-13
ft(3354)0685振・東京5-151594

原書房
内容見本送呈

｛価格は税込み表示です）

中間際蛾の幻想を�ナ



水戸学の問題を
中心にして

い
ま、

幕末の戦車
水
戸
駅
か
ら
西

に
十
分
ほ
ど

歩
い

た
と
と
ろ

に
、

徳
川
家
康
を
祭
神
と
し

た
東
照

宮
が

あ

る。

家
康
の
第
十
一

子
で

、

水
戸
徳
川
家
の
初

代
藩
主
と
な
っ

た
頼
房
が
創
建
し

た
も
の
だ。

い
ま
で
は 、

頼
房
じ
し
ん
も
そ
と

に
配
配
さ
れ

て
い
る。

そ
の
東
照
宮

に
、

必
も
し
ろ
い
も
の
が
残
さ

れ
て
い
る。

幕
末

に
つ
く
ら
れ

た
職
事
だ。

尊

' 

体」
の
時
代
に

68 

装まっとけんいち松本健一

幕
末、

困
難
へ
の
強
烈
な
危
機
感
か
ら、

尊
王
嬢
夷
の
イ
デ
オ
ロ
l
グ
と
な
っ
た

水
戸
学
を、
再
び
め
ぐ
っ
て
来
た
「
国
体」
の
時
代
か
ら
遠
望
す
る。

槌
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
っ

た
徳
川
斉

かっ・，．，，

昭
（
な
り
あ
き
H

第
九
代
藩
主）

が 、

甲
閏
師

・

久
米
新
七
郎

に
命
じ

て
つ
く
ら
せ

た
も
の
で

あ
る。

安
神
車
（
あ
ん
じ
ん
し
ゃ

）

と
い
う
名

が
つ
け
ら
れ

て
い
る。

徳
川
斉
昭
は 、

．へ
P
1

来
航
（
一

八

五
三

年）

に
さ
い
し

て
の
幕
府
へ
の
建
白
書
で

、

ひ

と
の
固

に
開
国
・

通
商
を
し
な
い
の
な
ら
戦
い

を
は
じ
め
る
と
い
っ

て、

降
伏
用
の
「
白
旗
」

を
さ
し
だ
し

て
く
る
よ
う
な
固
と
「
和
」

を
結

ぶ
必
要
は
な
い

、

戦
い
の
用
意
を

す
る
べ

き

だ 、

と
主
強
し

た
戦
闘
的
な
摺
束
論
者

で

あ

る
も
っ
と
も 、

そ
れ
か
ら
一

世
紀
あ
ま
り

後
の

昭
和
四
十
九
年
（
一

九
七
四
年）

、

昭
和
天
皇

は
茨
城
県
で
お
と
な
わ
れ

た
国
民
体
育
大
会

に

出
席
し

た
さ
い

に、

か
つ

て
の
水
戸
学
の
拠
点

だ
っ

た
弘
道
館
で 、

斉
昭

に
ふ
れ

た
次
の
歌
を

よ
ん
で
い
る。

館Z
かIC"'
のて
日若
の人
斉た
昭ち
思に
ふ聞

、．，
,:. 
を
教

し

ζ
の
昭
和
天
皇
の
歌
は 、

し
か
し、

斉
昭

に


